
 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の警戒レベルが下がらない

中、連休明けから今年の運動会の練習が始まりました。

八幡小学校では、昨年度「コロナだからこそできた新し

い運動会」ということで、従来の密になる種目を見直し

たり、勝ち負けの点数を競うことをやめたりし、子ども

たちの「つながり」を大切にした運動会を作り上げまし

た。今年も、それを継続した運動会とすることにして取

り組みました。 

 走る種目は、連学年で実施しました。１・２年生は直

線の「かけっこ」、３・４年生は、体育の学習の発展とし

て、円を走り、4人でリレーする「走 the サークル」

です。５・６年生はトラックをほぼ1周する「短距離走」。

みんな最後まで全力で走ることができました。 

表現種目は、連学年を基本として行いました。入学し

てまだ2か月の1年生は、ダンスと玉入れ、2年生は体

をいっぱいに使ったダンスです。いずれも「スマイル」

が合言葉。一人一人の子のスマイルがキラキラしていま

した。 

３・４年生は、伝統の「八幡ソーラン」です。昨年度

踊っている4年生が3年生のお手本になって、練習を重

ねてきました。衣装も

受け継いでいるもの

です。迫力ある踊りを

披露しました。 

５・６年生の表現は、「HERO」です。HERO は、今

年の児童会のめあてでもあります。いわゆる組体操の 1

人技と、倒立、それに大判の布を使った演技を行いまし

た。姿勢、目線、静と動のコントラスト、高学年らしい

素晴らしい演技でした。 
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新しい運動会の目玉のひとつは、「なかよしグルー

プ」です。1年から6年生の縦割りグループで座席に

座ります。そのグループで、入場行進や、開閉会式、

全校ダンス、なかよしグループ運動を行います。今年

はなかよしグループが発足して日が浅かったのですが、

運動会の練習を通して、グループの絆が深まっていっ

たようでした。 

入場行進では、6 年生の鼓笛隊の演奏に合わせ、5

年生が先頭に立ち、グループを率いて入場しました。5

年生が先を歩いてくれるので、1 年生も安心して入場

できます。 

「なかよしグループ運動」では、「大玉転がし」「電

車でGO！」「タイフーン」の3種目を行いました。こ

れは色別の4チーム対抗になっています。チームごと

に 6 年生の先導で入場し、1 年生⇒2 年生・・・⇒6

年生と、リレー形式でつなぎました。子どもたちは、

自分の出番で精いっぱい、がんばりました。順位発表

ではそれぞれのチームに拍手を送る姿がたくさんあり

「なかよし」種目ならではの素敵な時間となりました。 

最後のプログラムでは、昨年の 6 年生が創った

「YAWATA レボリューション」をみんなで元気に踊

りました。6 年生が先導し、円を作りました。先生が

世話を焼くのではなく、子どもたちが動くことができ

ているのは、高学年のリー

ドのおかげです。 

このように、運動会テーマ「最後まで全力でがんばろう！！！」

を、いろいろな場面で達成する姿を見せてくれた子どもたち、サ

ポートしてくれた先生方、保護者の皆様に、心からありがとうを

伝えたいと思います。 

また、マナーを守って応援してくださったご家族の皆様、後片付けを手伝ってくださった

PTAの皆様、ありがとうございました。 

 

〇新型コロナウイルス感染症の影響により、6月24日・25日に予定されていた6年生修

学旅行は、9月8日・9日に延期しました。 

〇10月 20日に予定されていた「千曲市小学校合同音楽会」は新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため中止となりました。 


